
① 応急手当の目的とは

救命の連鎖

①心停止の予防

②早い認識と通報

③早期の心肺蘇生とAEDの使用

④救急隊員や医師

による手当

② 救急車の呼び方

消防です。火事ですか？救急ですか？

救急です

住所を教えてください

●●市●●町の△△ビル前の道路です

何歳の方がどうされましたか

４０歳くらいの男性が倒れています

わかりました。救急車の誘導をお願いします。

参考

119番通報と胸骨圧迫の口頭指導



③ 心肺蘇生法の手順

●圧迫位置の目安は胸の真ん中

●強く(胸が約５ｃｍ沈む強さで)

●早く(１分間に１００～１２０回のテンポ)

●絶え間なく(30回連続、中断は最小限に)

●圧迫と圧迫の間は胸が戻るまで力を抜く

※人工呼吸の意思と技術があれば実施してください。

なければ実施せず胸骨圧迫を継続してください。

④ AEDの使い方

①電源を入れる

※AEDの詳細については講師まで

※「ショックの必要がない」などのアナウンスが流れた場合は胸骨圧迫を継続してください。

②パッドを貼る ③コネクタを接続する ④ショックボタンを押す


